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木
や
家
の
重
な
り
で
奥
行
き
の
あ
る
風
景
が
出
来
上
が
っ
て
い
ま
す
。

 

手
前
の
畑
や
山
々
の
木
々
の
塊
を
表
し
た
緑
の
変
化
と
温
か
さ
を

 

　
　
　
　
　
感
じ
さ
せ
る
灰
色
の
変
化
に
よ
っ
て
、
作
者
の
や
さ
し
さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
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対前年度比９．７３％減額予算
　平成22年度当初予算は1,670,000千円で、
前年度1,850,000千円との比較では180,000千
円（比率9.73％）の減額となっています。

平成22年度 一般会計当初予算 16億7千万円

【歳　入】
　新政権の「コンクリートから人へ」「地域主権」
等の基本理念による平成22年度予算編成方針にお
ける、地方の自主財源の充実・強化により、地方
交付税の総額は前年度に比べて3兆6,316億円の増
額となっています。このため、本村の地方交付税
は20,000千円増の780,000千円、臨時財政対策債は
14,162千円増額の100,000千円を予算計上しました。
加えて、過疎債等財源的に有利な起債による事業
の導入により、基金繰入金を対前年度で76,829千
円減額する予算としました。
　具体的な歳入の状況は、依存財源が1,336,011千
円（構成比80.00％）､自主財源が333,989千円（同
20.00％）となっています。対前年度で見ると、自
主財源で76,062千円（18.55％）の減となっていま
すが、これは自主財源である基金繰入金を抑制し
たことによります。

【歳　出】
　性質別にみると、経常的経費は1,340,233千円で、
前年度に比べ63,934千円（5.01％）の増額となって
います。投資的経費は326,767千円で、対前年度
243,934千円（42.52％）の減額となっています。ま
た、目的別では、増額した主な費目は総務費及び
農林水産業費であり、減額した主な費目は民生費、
衛生費、商工費、土木費、消防費及び教育費とな
っています。増額のうち総務費では過疎対策費と
して分譲宅地整備事業による増、農林水産業費では、
山村振興費における、農山漁村活性化プロジェク
ト支援交付金事業による馬路村農業協同組合への
柚子加工品施設整備補助による増が主なものとな
っています。減額となっている費目では、民生費
では相名会館建築事業の減、衛生費ではヘリポー
ト整備事業及び医師住宅整備事業の減、商工費で
は馬路村コミュニティセンター改修事業の減、土
木費では公営住宅整備事業の減、教育費では馬路
体育館耐震化事業の減など、それぞれの事業完了
によるものが要因としてあげられます。

【用語の説明】
地方交付税　どこにいても同じ行政サービスが受けら

れるように、国税の一部から交付され
るお金

国庫支出金、県支出金　事業を行うための国や県から
　　　　　交付されるお金

村債　長期間の村の借金。事業を行うために借り入れ
　　　たお金
公債費　これまで借り入れてきた借金の返済にあてら
　　　　れるお金
扶助費　障害者や高齢者への支援にあてられるお金
物件費　消耗品、光熱水費、通信運搬費など
補助費　中芸広域連合負担金、各種団体への補助金など

歳入

歳出

総　額
1,670,000千円

地方交付税
　　　780,000
　　　　（46.7％）

県支出金ほか
162,684
（9.8％）

村債
179,100
（10.7％）

扶助費
25,384（1.5％）

公債費
280,844

（16.8％）

　人件費
 326,070
（19.5％）

繰出金
63,800
（3.8％）

  物件費
 271,202
（16.2％）

補助費
その他
372,933
（22.5％） 

災害復旧費
補助事業費

80,102
 （4.8％）

  140,095
  （8.4％）

諸収入・
その他

214,227
（12.8％）

依存財源
 1,336,011
     （80.0％）

 自主財源
 333,989
（20.0％）

投資的経費 
329,767 
（19.7％）

経常的経費
1,340,233
（80.3％）249,665

（14.9％）

　国庫
支出金

 193,894
（11.6％）

単独事業費

村税

前
年
当
初
比
　
9・73
％
減

《
取
り
組
む
主
な
事
業
》

 

総
　
務
　
課

蘆
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
の
実
現

　
懸
案
で
あ
っ
た
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
完
成
に

伴
い
、
連
絡
道
路
で
あ
る
林
道
奥
栗
一
谷

線
の
整
備
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
医
療
、

防
災
面
の
機
能
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
訓
練
等
を
通
じ
て
、
行
政
機
関
や
自
主

防
災
組
織
等
の
災
害
対
応
能
力
を
向
上
さ

せ
ま
す
。

　
ま
た
、
蘇
生
法
教
育
人
体
モ
デ
ル
や

A
E
D
を
使
用
し
た
応
急
手
当
講
習
を
繰

り
返
し
行
え
る
体
制
を
作
り
組
織
間
の
連

携
の
円
滑
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

蘆
地
域
文
化
の
向
上

　
高
速
大
容
量
通
信
（
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
）

整
備
に
つ
い
て
は
、
国
の
施
策
に
基
づ
き

平
成
２２
年
度
の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
テ
レ
ビ
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
現
在
ほ
と
ん
ど

の
世
帯
で
視
聴
可
能
で
す
が
、
一
部
の
共

聴
施
設
の
デ
ジ
タ
ル
化
未
対
応
世
帯
へ
の

対
策
を
こ
の
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
で
行
い
、

平
成
２３
年
７
月
の
ア
ナ
ロ
グ
放
送
終
了
ま

で
に
は
全
世
帯
で
視
聴
可
能
と
し
ま
す
。

 

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
連
合
」
に
加

盟
し
て
い
る
本
村
と
し
て
、
村
民
一
人
ひ

と
り
が
村
の
景
観
や
文
化
を
守
る
意
識
の

高
揚
を
図
る
た
め
、
空
き
缶
や
ゴ
ミ
拾
い

な
ど
小
さ
な
運
動
か
ら
実
践
し
、
村
民
の

全
体
運
動
に
つ
な
が
る
よ
う
に
努
力
し
て

い
き
ま
す
。

蘆
若
者
定
住
と
交
流
人
口
拡
大

　
若
者
の
定
住
に
は
職
・
住
に
加
え
て

〝
い
き
が
い
〞
の
充
足
が
必
要
で
あ
り
、

将
来
を
見
据
え
た
定
住
促
進
に
結
び
つ
け
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健
康
福
祉
課

　
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
地
域

の
み
な
さ
ま
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
、
ま
た
健
康
で
生
き
が
い

を
持
っ
て
生
活
で
き
る
こ
と
を
応

援
し
ま
す
。

蘆
保
健
福
祉
業
務

　
中
芸
５
カ
町
村
で
取
り
組
み
始

め
た
保
健
福
祉
業
務
の
広
域
化
も

２
年
目
と
な
り
、
健
診
結
果
の
事

後
指
導
や
、
障
害
者
の
暮
ら
し
や

す
い
村
づ
く
り
等
に
対
し
て
、
ま

す
ま
す
充
実
で
き
る
よ
う
、
連
携

し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

蘆
健
康
づ
く
り

　
生
活
習
慣
病
に
対
す
る
予
防
の

必
要
性
に
対
し
て
、
壮
年
期
か
ら

関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、

働
き
盛
り
の
男
性
や
事
業
所
へ
の

健
康
教
育
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
疾
病
の
早
期
発
見
・
早

期
治
療
に
対
し
て
、
特
定
健
診
や

が
ん
検
診
の
受
診
率
向
上
に
努
め

ま
す
。

蘆
介
護
予
防

　
各
会
館
で
行
っ

て
い
る
「
い
き
い

き
百
歳
体
操
」
は

村
民
自
ら
が
行
っ

て
い
る
健
康
づ
く

り
で
あ
り
、
地
域

の
支
え
合
い
の
場

で
も
あ
り
ま
す
。

老
化
等
に
よ
る
体

力
の
衰
え
や
地
域

の
中
で
見
守
り
を

必
要
と
す
る
人
た

ち
に
対
し
て
、
集

え
る
場
と
し
て
つ

な
げ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
村
内
外
の
関
係
機
関
等
と
連
携

し
、
認
知
症
や
障
害
を
負
っ
て
も

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
村
づ
く
り
に

努
め
ま
す
。

蘆
安
全
施
策
の
充
実

　
７５
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
等
を

対
象
に
、
住
宅
用
火
災
報
知
器
の

設
置
に
対
し
て
助
成
を
行
い
、
防

災
対
策
を
進
め
る
と
と
も
に
、
防

災
意
識
を
高
め
ま
す
。

　
産
業
建
設
課

　
地
域
資
源
の
有
効
活
用
に
よ
る

産
業
の
振
興
、
生
活
基
盤
の
安
定

に
よ
る
地
域
の
活
性
化
に
努
め
ま

す
。

蘆
林
業
振
興

　
林
業
の
総
合
補
助
事
業
等
を
利

用
し
な
が
ら
、
林
道
、
作
業
道
の

基
盤
整
備
を
行
い
、合
わ
せ
て
森
林

施
業
の
効
率
化
を
図
り
森
林
の
間

伐
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、木
材
加
工

分
野
に
お
い
て
は
、引
き
続
き
事
業

体
の
自
立
に
向
け
、販
売
対
策
の
強

化
・
支
援
を
行
い
ま
す
。

蘆
国
土
調
査

　
櫛
削
、
平
野
谷
、
有
ケ
久
保
、

城
床
東
平
、
ワ
サ
ビ
谷
、
裏
瀬
、

日
ノ
地
谷
、
駒
場
谷
等
が
調
査
区

域
で
す
。

蘆
農
業
振
興

　
「
ゆ
ず
産
業
」
振
興
の
た
め
に
、

朝
日
出
山
農
地
の
造
成
、
化
粧
品

工
場
の
機
械
整
備
、
ゆ
ず
茶
製
造

ラ
イ
ン
の
整
備
支
援
等
を
行
い
ま

す
。
ま
た
引
き
続
き
鹿
の
食
害
対

策
事
業
（
駆
除
報
償
制
度
、
ネ
ッ

ト
設
置
補
助
等
）
を
行
い
ま
す
。

蘆
観
光
振
興

　
「
土
佐
・
龍
馬
で
あ
い
博
」
に

よ
る
、
観
光
客
の
増
加
が
見
込
ま

れ
る
こ
と
か
ら
、
観
光
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ガ
イ
ド
、
観
光
協
会
等
と
連

携
を
と
り
な
が
ら
、
馬
路
村
の
フ

ァ
ン
獲
得
に
努
め
ま
す
。

蘆
簡
易
水
道

　
H
22
年
度
〜
H
28
年
度
に
か
け

て
老
朽
化
し
て
い
る
馬
路
地
区
簡

易
水
道
施
設
の
改
修
を
行
い
ま
す
。

　
主
に
、
東
川
、
影
、
日
浦
地
区

の
配
管
、
栃
谷
の
ろ
過
施
設
等
の

改
修
を
行
い
ま
す
。
H
22
年
度
は

村

道

平

野

線

の

配

水

管

1,
5
4
0
ｍ
の
改
修
を
行
い
ま
す
。

 
教
育
委
員
会

　
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の

結
果
で
は
、
学
力
の
定
着
状
況
に

課
題
が
あ
り
、
基
礎
学
力
の
定
着
・

向
上
な
ど
の
ほ
か
、
体
力
の
向
上

な
ど
教
育
課
題
へ
の
対
応
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
村
で
は
、
「
望
ま
し
い
勤
労
観
・

職
業
観
を
持
ち
、
た
く
ま
し
く
未

来
を
切
り
拓
く
馬
路
っ
子
」
の
育

成
を
目
指
し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
や
、

小
・
中
学
校
が
連
携
し
た
教
育
活

動
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
基
本

的
な
生
活
や
学
習
習
慣
と
基
礎
学

力
の
定
着
で
、
少
人
数
学
級
の
メ

リ
ッ
ト
を
最
大
限
に
生
か
し
、
個
々

に
応
じ
た
指
導
で
「
生
き
る
力
」

の
育
成
を
学
校
や
地
域
・
家
庭
で

取
り
組
む
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
本
年
度
か
ら

県
の
補
助
を
受
け
て
取
り
組
む
教

育
版
「
地
域
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」

事
業
な
ど
に
よ
り
、
学
校
運
営
や

授
業
改
善
を
図
り
、
学
校
は
家
庭

や
地
域
と
の
理
解
を
深
め
る
と
と

も
に
、
連
携
し
た
取
り
組
み
に
よ

る
教
育
の
振
興
を
行
い
ま
す
。
　

　
生
涯
学
習
面
で
も
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
事
業
に
よ
り
本
年
度
に
４

部
落
の
会
館
が
改
築
さ
れ
る
こ
と

に
も
あ
わ
せ
、
地
域
か
ら
の
学
習

要
望
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
職
員
が

積
極
的
に
出
向
き
、
地
域
の
方
々

と
と
も
に
生
涯
学
習
活
動
を
推
進

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
　

平成２２年度村民一人当たりの一般会計予算額

１,４２７,３５０円／人…（１６億７千万円／17年国勢調査人口１,１７０人）

消
防
費

教
育
費

農
林
水
産
費

商
工
費

災
害
復
旧
費

土
木
費

総
務
費

健
康
福
祉
費

そ
の
他
の
経
費

平成 22 年度末
基金残高見込み

中芸消防署（消防・救急）

小中学校、教育委員会
フルマラソン大会など

農地・道路災害など

農道、林道、村単小規模
など

観光、商工会、納涼祭など

村道、河川管理、
公営住宅など

住民票、戸籍、選挙、統計、
有線放送、交通安全など

保育所、健康診断、年金、
ごみ処理など

議会、借金返済など

一人当たり貯金額

15億6千万円

1,333,333円

平成 22 年度末
地方債残高見込み

一人当たり借金額

20億4千万円

1,743,589円

42,227円

113,327円

4,525円

387,820円

50,575円

103,450円

280,098円

356,848円

331,130円

て
い
け
る
よ
う
な
諸
施
策
の
展
開

に
つ
い
て
関
係
者
と
と
も
に
努
力

し
ま
す
。
「
住
」
の
施
策
で
は
、

分
譲
宅
地
を
実
現
で
き
る
よ
う
努

力
を
し
て
い
き
ま
す
。
交
流
人
口

の
拡
大
は
、
産
業
振
興
の
重
要
な

施
策
で
あ
り
、
一
方
で
定
住
化
を

促
し
て
い
く
た
め
の
大
き
な
要
素

で
も
あ
る
こ
と
か
ら
引
き
続
き
交

流
人
口
拡
大
・
確
保
に
努
め
ま
す
。
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おらが村の学校便り④おらが村の学校便り④おらが村の学校便り④

【
お
米
の
収
穫
祭
】

　
５
・
６
年
生
は
こ
の
１
年
「
お

米
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
田
植
え

か
ら
収
穫
作
業
の
体
験
活
動
や
調

べ
学
習
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
を

グ
ル
ー
プ
で
ま
と
め
、
発
表
し
ま

し
た
。
午
後
か
ら
、
餅
つ
き
の
経

験
が
ほ
と
ん
ど
な
い
児
童
た
ち
は

馬
路
青
年
団
の
協
力
で
つ
き
方
を

教
わ
り
、
杵
の
重
さ
に
振
り
回
さ

れ
な
が
ら
、
臼
の
周
り
を
叩
い
た

り
し
て
、
何
と
か
い
ち
ご
大
福
餅

や
あ
ん
こ
餅
な
ど
た
く
さ
ん
作
り

ま
し
た
。

【
低
温
の
科
学
を
楽
し
む
】

　
１
月
２３
日
（
土
）
に
馬
路
中
学

校
で
は
、
高
知
高
専
物
質
工
学
科

の
秦
先
生
と
７
人
の
学
生
さ
ん
を

お
招
き
し
て
、
一
日
先
生
を
行
い

ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
授
業
の
内
容
は
、
主

に
液
体
窒
素
を
使
っ
た
実
験
で
し

た
が
、
液
体
窒
素
の
温
度
は
、
な

ん
と
マ
イ
ナ
ス
１
９
６
℃
。
液
体

窒
素
を
入
れ
た
容
器
に
切
り
花
や
、

野
菜
、
風
船
、
ゴ
ム
ボ
ー
ル
な
ど

を
入
れ
る
と
、
一
瞬
の
内
に
凍
り

付
き
ま
す
。
花
や
野
菜
は
つ
か
む

と
バ
ラ
バ
ラ
に
砕
け
、
バ
ナ
ナ
等

は
、
堅
く
な
っ
て
釘
が
打
て
る
ほ

ど
に
な
る
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な

状
態
は
自
然
の
気
温
変
化
で
は
、

ま
ず
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
実
験
は
７
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
高
専

の
学
生
さ
ん
が
一
人
ず
つ
補
助
に

入
り
実
験
の
手
順
な
ど
、
分
か
り

や
す
く
説
明
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。

　
２
月
７
日
（
日
）
、
小
学
校
で

毎
年
恒
例
の
「
一
日
先
生
」
を
行

い
ま
し
た
。
保
護
者
の
方
の
参
加

が
多
く
、
盛
大
に
行
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

【
マ
ジ
ッ
ク
に
挑
戦
】

　
１
・
２
年
生
親
子
は
保
護
者
の

木
下
さ
ん
に
よ
る
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

を
見
た
後
、
３
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
親
子
で
「
３
枚
の
お
ふ
だ
」

「
魔
法
の
割
り
箸
」
な
ど
４
点
の

マ
ジ
ッ
ク
の
仕
か
け
を
作
り
ま
し

た
。
渡
さ
れ
た
材
料
を
折
っ
た
り
、

切
っ
た
り
、
テ
ー
プ
で
張
る
な
ど

苦
労
し
な
が
ら
親
子
で
協
力
し
合

い
作
り
ま
し
た
。
最
後
は
一
人
ひ

と
り
が
マ
ジ
ッ
ク
を
披
露
し
、
驚

い
た
り
、
笑
わ
せ
た
り
し
て
楽
し

い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

【
親
子
で
楽
し
む
演
奏
会
】

　
３
・
４
年
生
親
子
は
講
師
に
馬

路
中
学
校
の
山
本
先
生
を
招
い
て

楽
器
演
奏
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
最
初
に
バ
イ
オ
リ
ン
と
ピ

ア
ノ
の
き
れ
い
な
演
奏
を
聴
い
た

後
、
先
生
か
ら
見
た
こ
と
の
な
い

打
楽
器
を
た
く
さ
ん
紹
介
し
て
も

ら
い
、
そ
の
楽
器
を
使
っ
て
親
子

で
「
崖
の
上
の
ポ
ニ
ョ
」
を
合
奏

し
ま
し
た
。
最
後
は
、
新
曲
「
テ

キ
ー
ラ
」
を
合
奏
し
、
音
楽
の
す

ば
ら
し
さ
や
楽
し
さ
を
味
わ
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　＊＊＊＊＊3学期の学校行事のひとこまから＊＊＊＊＊
　　馬路小学校・中学校では保護者と共に楽しんだ「一日先生」の様子、
　　魚梁瀬小学校・中学校では、初めて中学生が参加した「杉の子発表会」の様子をお伝えします。

き
ね

う
す

　
自
分
た
ち
と
年
の
近
い
、
お
兄

さ
ん
や
お
姉
さ
ん
と
交
流
を
深
め

な
が
ら
実
験
は
終
始
、
和
や
か
な

雰
囲
気
の
中
で
行
わ
れ
、
凍
っ
た

物
を
取
り
出
す
時
は
、
ど
の
グ
ル
ー

プ
か
ら
も
「
お
お
ー
っ
」
と
歓
声

が
起
こ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
れ

を
壊
す
作
業
も
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。

　
生
徒
と
一
緒
に
実
験
に
参
加
し

て
い
た
保
護
者
の
方
た
ち
も
、
生

徒
以
上
に
目
を
輝
か
せ
て
お
り
、

親
子
で
存
分
に
低
温
の
科
学
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　
こ
の
学
習
を
き
っ
か
け
に
科
学

に
興
味
を
持
つ
生
徒
が
増
え
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
大
変
楽

し
い
一
日
先
生
で
し
た
。

▲親子で演奏♪▲けっこう重たいな！

▲グループで実験中

▲液体窒素ってすごい

馬
路
小
学
校
・
中
学
校

　
　
　
　
　
一
日
先
生
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おらが村の学校便り④
　
２
月
２１
日
（
日
）
、
学
習
の
成

果
を
披
露
す
る
「
杉
の
子
発
表
会
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

 
魚
梁
瀬
小
学
校
の
３
学
期
恒
例

行
事
だ
っ
た
こ
の
発
表
会
で
す
が
、

小
・
中
一
貫
教
育
が
ス
タ
ー
ト
し

た
こ
と
も
あ
り
、
今
年
度
は
中
学

生
も
新
た
に
参
加
し
、
開
催
日
も

日
曜
日
に
変
更
し
て
、
例
年
よ
り

多
く
の
保
護
者
・
地
域
の
方
に
来

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 ２
年
生

　
国
語
の
教
科
書
に
出
て
き
た
「
か

さ
こ
じ
ぞ
う
」
を
劇
に
し
て
披
露

し
ま
し
た
。
男
子
２
人
だ
け
と
は

言
え
、
な
か
な
か
の
演
技
派
で
あ

る
２
年
生
は
存
在
感
た
っ
ぷ
り
。

心
や
さ
し
い
お
じ
い
さ
ん
と
お
ば

あ
さ
ん
に
な
り
き
っ
た
情
感
あ
ふ

れ
る
セ
リ
フ
の
言
い
回
し
で
会
場

を
わ
か
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
お
地

蔵
さ
ん
役
で
先
生
も
出
演
し
、
一

緒
に
劇
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
２

年
生
の
一
生
懸
命
な
演
技
に
、
体

育
館
の
小
さ
な
舞
台
が
、
い
ろ
り

の
あ
る
部
屋
や
雪
野
原
の
よ
う
に

も
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

 
教
科
書
の
お
話
を
演
じ
、
体
で

表
現
す
る
こ
と
で
、
授
業
で
学
ん

だ
こ
と
を
さ
ら
に
深
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

３
・
４
年
生

 
一
年
間
を
通
し
て
朝
の
会
で
の

音
読
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

中
で
も
発
表
し
た
い
と
い
う
声
が

あ
が
っ
た
の
が
「
平
家
物
語
」
で

し
た
。
そ
の
ほ
か
、
「
徒
然
草
」

や
「
風
の
又
三
郎
」
な
ど
、
難
し

い
言
い
回
し
の
文
も
す
ら
す
ら
と

読
め
て
い
て
、
自
信
を
持
っ
て
声

を
出
し
て
い
る
の
が
分
か
り
ま
し

た
。

 
さ
ら
に
、
「
坊
ち
ゃ
ん
」
の
冒

頭
部
分
を
も
と
に
考
え
た
寸
劇
で

は
、
「
二
階
の
窓
か
ら
飛
び
降
り

て
…
」
の
く
だ
り
で
手
作
り
の
窓

か
ら
実
際
に
飛
び
降
り
て
、
見
る

人
を
ど
き
ど
き
さ
せ
ま
し
た
。

 
最
後
に
は
、
マ
イ
ケ
ル
・
ジ
ャ

ク
ソ
ン
の
曲
に
合
わ
せ
て
全
員
で

ダ
ン
ス
を
披
露
。
３
・
４
年
生
ら

し
い
、
元
気
な
発
表
を
見
せ
て
く

れ
ま
し
た
。

５
・
６
年
生

 
か
つ
て
魚
梁
瀬
の
天
然
杉
を
運

ん
で
い
た
森
林
鉄
道
。
総
合
的
な

学
習
の
時
間
に
そ
の
歴
史
や
当
時

の
く
ら
し
、
人
々
の
思
い
に
つ
い

て
学
習
し
て
き
ま
し
た
。
鉄
道
跡

の
見
学
を
も
と
に
、
み
ん
な
で
一

つ
の
詩
を
つ
く
り
、
写
真
を
見
せ

な
が
ら
会
話
や
振
り
付
け
な
ど
、

演
技
を
つ
け
て
説
明
し
て
い
ま
し

た
。
「
大
き
く
手
を
動
か
し
て
ポ
ー

ズ
を
決
め
よ
う
」
「
も
っ
と
明
る

い
声
で
」
お
互
い
に
演
技
を
指
導

し
合
い
ま
し
た
。
練
習
の
成
果
を

出
そ
う
と
し
た
姿
に
観
客
も
う
な

ず
き
な
が
ら
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
音
楽
に
の
せ
て
一
人
ひ

と
り
が
つ
く
っ
た
詩
を
音
読
し
声

を
響
か
せ
た
り
、
リ
コ
ー
ダ
ー
奏

で
ゆ
っ
た
り
と
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
聴

か
せ
て
く
れ
た
り
も
し
ま
し
た
。

小
学
校
合
唱
・
合
奏

　
小
学
生
全
員
の
合
唱
は
「
世
界

中
の
子
ど
も
た
ち
が
」
。
子
ど
も

た
ち
が
大
好
き
な
歌
で
す
。
学
年

に
分
か
れ
て
歌
う
と
こ
ろ
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が
際
立
っ
て
、

全
部
が
重
な
っ
た
と
き
元
気
な
声

が
体
育
館
に
広
が
り
ま
し
た
。

 
合
奏
曲
は
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
「
星

に
願
い
を
」
で
す
。
休
み
時
間
や

家
で
も
何
度
も
練
習
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。
拍
子
を
そ
ろ
え
よ
う
と
、

一
生
懸
命
指
揮
を
見
な
が
ら
演
奏

す
る
子
、
体
で
リ
ズ
ム
を
感
じ
て

い
る
子
。
か
わ
い
ら
し
い
姿
と
メ

ロ
デ
ィ
ー
に
皆
が
拍
手
を
送
り
ま

し
た
。

中
学
生

　
音
楽
の
授
業
で
練
習
し
て
き
た

「
カ
ン
ト
リ
ー
ロ
ー
ド
」
の
合
奏

と
、
「
歓
喜
の
歌
」
「
翼
を
く
だ

さ
い
」
の
合
唱
を
披
露
し
ま
し
た
。

中
学
生
全
員
で
９
人
と
少
な
く
、

合
奏
、
合
唱
に
は
厳
し
い
条
件
で

す
が
、
中
央
の
ド
ラ
ム
を
は
じ
め
、

ピ
ア
ノ
、
木
琴
、
リ
コ
ー
ダ
ー
な

ど
生
徒
の
特
性
を
生
か
し
た
楽
器

の
パ
ー
ト
分
け
と
、
息
の
あ
っ
た

演
奏
に
会
場
は
落
ち
着
い
た
雰
囲

気
に
包
ま
れ
、
ち
ょ
っ
と
し
た
コ

ン
サ
ー
ト
気
分
で
し
た
。

児
童
・
生
徒
の
声

○
緊
張
し
ま
し
た
。
こ
し
を
ま
げ

て
お
じ
い
さ
ん
に
な
る
く
ふ
う

を
し
た
よ
。

○
お
客
さ
ん
が
真
け
ん
に
見
て
い

て
く
れ
た
か
ら
、
う
れ
し
く
て
、

大
き
な
声
を
出
し
ま
し
た
。

○
い
つ
も
ど
お
り
に
で
き
て
安
心

し
ま
し
た
。
小
学
生
の
発
表
が

と
て
も
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。

魚
梁
瀬
小
学
校
・
中
学
校

　
 
 
杉
の
子
発
表
会

▲おじいさん、おばあさん役を演じた２人

▲声をそろえて音読発表

▲堂 と々した森林鉄道の発表▲気持ちを一つにして演奏♪

▲落ち着いた演奏を聴かせました



　
文
化
祭
と
芸
能
発
表
会
が
２
月
20
日
に
、
改
修
さ
れ
て

す
ぐ
の
馬
路
体
育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
初
日
に
行
わ
れ
た
芸
能
発
表
会
で
は
、
一
度
に
1
0
0

人
を
超
す
多
く
の
方
々
が
来
場
し
、
一
時
は
用
意
し
た
椅

子
も
ス
リ
ッ
パ
も
足
り
な
い
状
況
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
二
日
目
は
作
品
の
展
示
の
み
と
な
り
会
場
は
前
日
と

打
っ
て
変
わ
り
静
か
な
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
開
催
は
、
通
常
に
戻
れ
ば
１２
月
の
第
２
土
・

日
と
な
り
ま
す
。
村
民
の
皆
様
の
作
品
の
製
作
や
出
品
・

芸
能
発
表
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
文
化
祭
実
行
委
員
会
）

第
37
回
馬
路
村
文
化
祭

第
29
回
馬
路
村
内
芸
能
発
表
会

　
馬
路
体
育
館
は
、
昭
和
45
年
に
建
築
さ
れ
約
40
年
が
経

過
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
屋
根
等
の
改
修
工
事
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
施
設
の
耐
震
診
断
を
受
け
た
結
果
、

耐
震
性
に
問
題
が
あ
っ
た
た
め
、
耐
震
補
強
工
事
を
実
施

し
ま
し
た
。
ま
た
、
施
設
自
体
も
老
朽
化
し
て
い
る
た
め
、

合
わ
せ
て
大
規
模
改
修
工
事
も
行
い
ま
し
た
。

【
改
修
工
事
の
概
要
】

●
玄
関
や
内
壁
、
手
す
り
に

馬
路
村
産
の
木
材
を
使
用
し
、

木
の
温
も
り
を
感
じ
ら
れ

る
施
設
に
な
り
ま
し
た
。

●
玄
関
を
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
し
、

障
害
者
や
高
齢
者
が
利
用

し
や
す
い
施
設
に
な
り
ま

し
た
。

●
全
て
の
窓
を
ア
ル
ミ
サ
ッ

シ
に
改
修
し
、
天
井
の
結

露
対
策
も
行
い
、
明
る
く

快
適
な
施
設
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
２１
年
度
か
ら
２２
年
度

に
か
け
て
国
の
補
助
金
に
よ

り
村
民
運
動
場
等
の
整
備
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
老
朽
化
に
よ
り
破
損
し
て

い
た
防
球
ネ
ッ
ト
の
改
修
、

照
明
整
備
、
硬
く
な
っ
た
運

動
場
の
土
を
ほ
ぐ
し
整
備
で

き
る
ス
ポ
ー
ツ
ト
ラ
ク
タ
の

購
入
と
、
村
民
の
皆
さ
ん
が

安
全
に
ま
た
、
安
心
し
て
利

用
で
き
る
よ
う
に
整
備
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
今
ま
で
以
上
に
村
民
運
動

場
が
交
流
の
場
と
な
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。
 

馬
路
体
育
館
改
修
工
事
完
成
！

　
　
　
耐
震
化
で
安
心
・
安
全
な
施
設
へ

【
施
設
の
外
観
】

【
施
設
の
内
部
】

グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
事
業

芸
能
発
表
会
（
ギ
タ
ー
教
室
）

　広報うまじ252号 ――――（６

馬路村公
認

▲お茶席コーナーで一服

▲バッティングケージ

▲スポーツトラクタ

会場の様子

開催

蜷
防
球
ネ
ッ
ト
・
照
明
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昨
年
の
５
月
に
第
１
回
目

の
講
座
を
開
き
、
こ
の
ほ
ど

「
龍
馬
伝
を
極
め
る
」
の
テ
ー

マ
で
最
終
第
６
回
を
し
め
く

く
っ
た
馬
路
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
養
成
講
座
の
修
了

生
１２
人
に
よ
り
「
む
ら
の
案

内
人
ク
ラ
ブ
」
が
発
足
し
ま

し
た
。

 
こ
の
ク
ラ
ブ
は
馬
路
村
を

訪
れ
る
観
光
客
な
ど
に
、
お

も
て
な
し
の
心
を
そ
え
た
案

内
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

村
の
本
当
の
良
さ
に
気
づ
い

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
で

村
へ
の
良
き
理
解
者
・
共

感
者
に
な
っ
て
も
ら
え
れ

ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
会
員
構
成
は
役
場
職
員

３
人
、
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

職
員
３
人
、
県
職
員
１
人
、

そ
の
他
一
般
村
民
５
人
で
、

会
長
を
枦
山
逸
男
さ
ん（
７６
）、

副
会
長
を
清
岡
博
之
さ
ん

（
５６
）と
し
て
い
ま
す
。
ク
ラ

ブ
は
会
員
そ
れ
ぞ
れ
が
自

分
の
で
き
る
範
囲
に
お
い

て
本
村
の
Ｐ
Ｒ
活
動
に
努

め
て
い
く
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

　
今
年
は
か
つ
て
な
い
龍
馬
ブ
ー

ム
に
加
え
、
こ
の
地
域
で
は
旧
森

林
鉄
道
施
設
が
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
る
な
ど
本
村
に
と
っ
て
も

新
た
な
入
り
込
み
客
の
増
と
リ
ピ
ー

タ
ー
の
定
着
を
は
か
る
千
載
一
遇

の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

　
平
成
２２
年
度
も
ま
も
な
く
第
２

期
生
の
養
成
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

そ
の
と
き
に
は
ぜ
ひ
多
く
の
方
に

ご
参
加
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
な
お
、
２１
年
度
の
講
座
テ
ー
マ

は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

 
○
　
講
座

１
　
ふ
る
さ
と
の
山
に
親
し
む
『
春

編
・
西
又
山
を
歩
く
』

２
　
旧
魚
梁
瀬
森
林
鉄
道
施
設
を

知
ろ
う

３
　
安
田
町
か
ら
馬
路
村
に
か
け

て
の
旧
所
名
跡
を
知
ろ
う

J
A
馬
路
村
、
エ
コ
ア
ス
馬

路
村
の
産
業
視
察

４
　
村
の
歴
史
と
生
活
文
化
を
学

ぶ
・
金
林
寺
と
熊
野
神
社

５
　
魚
梁
瀬
東
川
の
魅
力
を
探
る

６
　
「
龍
馬
伝
」
を
極
め
る

 
　

 
○
　
課
外
講
座

１
　
魚
梁
瀬
千
本
山
の
樹
木
を
知

ろ
う
・
１
０
０
種

２
　
ふ
る
さ
と
の
山
に
親
し
む
『
秋

編
・
甚
吉
森
を
歩
く
』

『
む
ら
の
案
内
人
ク
ラ
ブ
』
発
足

 
　
　
　
ガ
イ
ド
養
成
講
座
全
６
回
の
修
了
生

馬路村公
認

馬路村公
認

馬路村公
認

観光客等の案内 4月スタート

▲ ガイド養成講座受講中

「かっこよくなる男の道場」参加者募集

▲ ヨガ体験をする参加者

　村では馬路村診療所医師を中心に、平成22年度「かっこよくなる男の道場」を開催します。
　現在その参加者を募集しています。
　対 象 者： ①生活習慣病（メタボリックシンドローム）を解消、または予防したい
                 ②自らの健康づくりに役立てたい　など、おおむね60歳までの男性

 内　　容： 運動、医療、食生活習慣の改善等に関する教室

 実施回数： 毎月1回（年10回）

 参 加 費： 年間1,000円

 締め切り： 4月末日 

　2年間参加した人の中には、万歩計を励みに、日々の生
活にウオーキングを取り入れたり、油料理を控えることに
よって、大幅な減量を達成された人がいます。肥満がよく
ない、というのではなく、見た目はやせていても、脂肪が
体のどの部分についているかが重要です。
　この教室では、さまざまな専門分野の方のお話が聞けた
り、実践できます。健康意識を高め、住み慣れた村で、健
康で生き生きと生活を送れるよう、ぜひご参加ください。
　◎お問い合わせ：役場健康福祉課　℡44－2112    

～めざす理想のからだづくりに挑戦しませんか～



広報うまじ252号 ――――（８――――（

エ
コ
ア
ス
馬
路
村

in Paris

海外出展４度目の挑戦！

『
フ
ラ
ン
ス
国
際
見
本
市
』

　
平
成
２１
年
度
に
高
知
県
の
産
業
振
興
計
画

推
進
総
合
支
援
事
業
の
事
業
採
択
と
村
の
支

援
に
よ
り
、
フ
ラ
ン
ス
で
開
催
さ
れ
た
メ
ゾ

ン
・
エ
・
オ
ブ
ジ
ェ
と
い
う
世
界
最
大
規
模

の
展
示
会
に
出
展
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
に
も
、
中
小
企
業
庁
の
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ラ
ン

ド
事
業
、
経
済
産
業
省
の
地
域
資
源
販
路
拡

大
等
支
援
事
業
の
採
択
を
受
け
て
、
モ
ナ
ッ

カ
を
中
心
に
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、

フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
へ
の
出
展
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　
海
外
出
展
が
４
年
目
と
な
る
本
年
は
、
独

立
行
政
法
人
日
本
貿
易
振
興
機
構
（
ジ
ェ
ト

ロ
）
の
支
援
の
も
と
、
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ー
ス
と

い
う
名
目
で
の
出
展
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

ジ
ェ
ト
ロ
は
パ
リ
に
も
事
務
所
が
あ
り
、
ジ
ェ

ト
ロ
パ
リ
の
事
前
調
査
に
よ
り
、
ピ
ッ
ク
ア
ッ

プ
さ
れ
た
シ
ョ
ッ
プ
へ
ジ
ェ
ト
ロ
パ
リ
の
ス

タ
ッ
フ
が
同
行
し
て
営
業
を
行
い
、
商
談
も

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
昨
年
ま
で
は
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ヨ
ー
ロ
ピ

ア
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
ズ
協
会
が
出
展
し
て
い
る

エ
リ
ア
の
一
部
と
し
て
出
展
し
て
い
た
た
め
、

デ
ザ
イ
ン
商
品
で
あ
る
モ
ナ
ッ
カ
以
外
の
展

示
に
つ
い
て
は
規
制
が
入
る
部
分
も
あ
り
ま

し
た
が
、
今
回
は
規
制
も
な
く
、
エ
コ
ア
ス

馬
路
村
の
商
品
を
展
示
し
、
新
規
シ
ョ
ッ
プ

の
獲
得
を
め
ざ
し
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
出

展
し
た
際
に
は
、
モ
ナ
ッ
カ
の
バ
ッ
グ
新
作

３
種
が
試
作
品
で
あ
り
、
販
売
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
回
は
正
式
な
新

製
品
と
し
て
展
示
商
談
を
行
い
ま
し
た
。

【
展
示
会
の
結
果
及
び
成
果
】

世
界
的
な
不
況
・
円
高
で
の
反
響

　
展
示
会
は
５
日
間
の
開
催
中
に
約
３０

カ
国
、
約
１
６
０
社
の
シ
ョ
ッ
プ
、
プ

レ
ス
等
と
商
談
及
び
商
品
説
明
を
行
い

ま
し
た
。
商
品
へ
の
反
響
は
モ
ナ
ッ
カ

だ
け
で
は
な
く
、
う
ち
わ
や
壁
面
装
飾

材
も
含
め
て
反
響
は
大
き
い
も
の
が
あ

り
、
弊
社
ブ
ー
ス
へ
の
来
場
は
多
い
方

で
は
な
か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
世
界
的
な
不
況
は
解
消
し
て

い
な
い
現
状
と
、
会
期
直
前
で
１
ユ
ー

ロ
あ
た
り
１０
円
の
円
高
と
い
う
よ
う
な

不
安
定
な
状
況
か
ら
、
各
社
と
も
に
契

約
に
は
慎
重
に
な
っ
て
い
る
感
が
あ
り

ま
し
た
。

　
最
終
的
に
開
催
中
の
契
約
ま
で
至
っ

た
も
の
が
２
社
、
日
本
に
帰
国
後
、
現

在
ま
で
に
交
渉
中
の
シ
ョ
ッ
プ
が
約
１０

社
と
い
う
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

新
た
な
業
種
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

　
今
回
の
展
示
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
実

績
の
あ
る
シ
ョ
ッ
プ
以
外
の
新
規
商
談

者
が
増
え
た
こ
と
。
ま
た
、
壁
面
装
飾

材
を
展
示
商
談
し
た
こ
と
で
、
内
装
業

や
建
築
士
、
飲
食
店
の
デ
ザ
イ
ン
等
を

さ
れ
て
い
る
方
等
、
新
た
な
業
種
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
と
な
っ
た
こ
と
で
す
。
こ

の
よ
う
に
モ
ナ
ッ
カ
だ
け
で
は
な
く
、

う
ち
わ
や
壁
面
装
飾
材
等
が
新
し
い
分

野
で
の
木
の
提
案
と
な
り
、
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
を
作
り
だ
す
こ
と
が
で
き
た

こ
と
は
、
大
き
な
成
果
で
し
た
。
こ
う

い
っ
た
機
会
を
逃
さ
ず
に
、
今
後
の
馬

路
村
木
製
品
の
需
要
拡
大
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■ 展示会の概要 ■
出展名：メゾン・エ・オブジェ 主催者：SAFI
場　所：フランス・パリ 出展ブランド数：約3,000社
期　間：2010年1月22日～1月26日 来場者数：85,582人

　世界最高峰のインテリア関連の見本市であると同時に、トレンドの発信源として名高いパリのメ
ゾン・エ・オブジェは１月と９月の年２回開催されます。
　見本市会場である７つのホール内は「カルティエ」と呼ばれる分野ごとで構成され、専門バイヤー
のほか、インテリアデザイナー、デザイナー、プレスクリプトゥールと呼ばれるインテリアを決定する専
門家による商談が活発に繰り広げられます。

▲ジェトロパリと打ち合わせ
▲展示会状況

●―――　エコアス馬路村ブース　―――●

展示会の様子

メゾン・
エ・オブ

ジェ

▲ パリ市内での営業
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田中　柚奈さん（東川）
ゆ　　な

パ
パ
・
マ
マ
と
い
っ
し
ょ

赤
ち
ゃ
ん
万
歳

　
こ
ん
に
ち
は
！

　
毎
日
い
〜
っ
ぱ
い
お
乳
を
飲
ん
で
ぷ
く

ぷ
く
元
気
に
育
っ
て
い
る
田
中
柚
奈
で
す
。

　
だ
っ
こ
が
大
好
き
で
、
マ
マ
が
忙
し
く

て
だ
っ
こ
し
て
く
れ
な
い
時
は
、
大
き
な

声
で
な
い
て
い
る
の
。
そ
ん
な
時
は
お
兄

ち
ゃ
ん
が
お
話
し
し
て
く
れ
た
り
、
だ
っ

こ
し
よ
う
と
し
て
く
れ
る
ん
だ
け
ど
、
だ
っ

こ
は
ま
だ
ム
リ
み
た
い
…
。

　
で
も
そ
ん
な
優
し
い
お
兄
ち
ゃ
ん
が
、

柚
奈
は
だ
い
す
き
だ
よ
。

　
お
散
歩
に
も
い
っ
ぱ
い
行
き
た
い
な
。

私
を
見
か
け
た
ら
、
皆
さ
ん
話
し
か
け
て

く
だ
さ
い
ね
。

平成2１年11月24日生

(保護者 田中　涼さん・沙奈恵さん)

馬 路 村 俳 壇

啓
蟄
の
土
掘
り
返
す
も
の
は
何

山
椿
か
ず
ら
葎
の
中
に
か
な 

山
　
喜
久
子

雛
あ
ら
れ
残
り
一
粒
じ
ゃ
ん
け
ん
ぽ
ん

春
障
子
ゆ
び
で
突
き
た
る
穴
二
つ 

高
芝
　
栄
子

鳥
か
え
る
病
廊
に
く
る
花
嫁
さ
ん

空
っ
ぽ
の
鶏
小
屋
ほ
と
り
蕗
の
薹 

中
屋
　
良
子

花
の
市
ハ
ウ
ス
育
ち
の
猫
柳

元
気
だ
よ
ま
だ
雪
降
る
と
能
登
の
孫 

山
本
　
美
幸

立
川
の
風
痛
か
り
き
春
さ
む
し

残
業
の
二
日
つ
づ
き
や
土
筆
の
子 

小
松
　
健
児

た
の
ま
れ
し
買
物
い
く
つ
遅
日
光

人
待
ち
の
本
屋
の
じ
か
ん
花
の
雨 

西
山
　
徳
裕

風
に
乘
り
窓
か
ら
入
る
し
ゃ
ぼ
ん
玉

ガ
ラ
ス
戸
に
指
で
絵
を
か
く
花
の
雨 

中
村
　
　
朔

お
ぼ
ろ
夜
の
星
の
に
じ
み
や
離
れ
住
む

咲
き
そ
め
し
花
に
逝
き
た
る
人
ひ
と
り 

氏
原
　
　
淑

津
軽
か
な
雪
の
ね
ぷ
た
に
迎
へ
ら
る

湯
疲
れ
の
灯
の
中
に
雪
の
山 

池
　
　
蘭
子

雨
晴
れ
て
春
田
を
す
べ
り
ゆ
く
鉄
路

絶
え
間
な
き
波
音
春
の
干
し
布
団 

東
谷
　
晴
男

む
ぐ
ら

と
う

つ
く
しち 

じ
つ
こ
う
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「医者が代わるということ」
　馬路に来てあっという間の、しかしいろんな経

験をした3年間でした。安田川で鮎におどらされ、

コーラス、マジック、少年野球にもはまり、その

ほかいろいろ…、話しだせばきりがありません。

内田家のみんな、馬路で育てられました。思い起

こせば三男の礼も2歳になったばかりで、言葉も

ほとんど話せなかったのが、いまでは言い訳はす

るわ、大人を注意するわ、ほげるわ、たのもしく

成長しました。

　皆様からは、「慣

れたと思った頃に代

わって…」とよく言

われます。そのとお

りなのですが、私が

医者になって一番長

く勤めたのも馬路村なのです。これまで高知市・

本山町・沖ノ島・大月町・梼原町・大阪とあちこ

ちで勤務してきましたが、いずれも1～2年でした。

そんな意味でも、私にとって馬路は最も思い入れ

の深い場所です。

　馬路村は、県内の10市町村で構成される「高知

県へき地医療協議会」に所属しています。この協

議会が設立された目的のひとつに、自治医大卒業

医師がへき地医療に従事する際、どこで働いても

ほぼ同じ条件で勤務ができるように、「市町村間

での勤務条件の格差をなくす」ということがあり

ました。（現在では自治医大のみならず、高知大

学医学部卒業の医師も加わってくれています）ま

た、この協議会は高知県独自のもので、厚労省や

他県の行政担当者からも大変注目を集めているシ

ステムです。その中で医師の人事異動は避けられ

ない問題なのですが、馬路村がこの協議会に所属

している限りは、たとえ医師が異動したとしても、

新たな医師が村に継続的に派遣されてくるシステ

ムになっているのです。つまり、現状では馬路村

が無医村になることはありません。

　また、この協議会のシステムで動いている医師

は皆顔見知りで、先輩後輩の仲だったり、以前同

じ医療機関で勤務したことがあるということも多々

あります。また、関係する各医療機関が画像伝送

システム（テレビ会議）でつながっています。で

すから、異動になった後でも、医師同士で地元住

民の抱える健康問題や病気の診断、治療方針など

についての連絡を取り合うこともしょっちゅうあ

るのです。

　さらに医学は日進月歩しています。5年前に正

しいと言われていたことが実は全く違っていたと

いうこともよくあります。例えば「傷はまず消毒

する」という考えかたは変わりつつあり、イソジ

ンなどでの「消毒」ではなく、水で「洗い流す」

（むしろ消毒はよくない）という考え方になって

きました。また、以前はこの病気には使ってはい

けないと言われていた薬が、現在では使うべき薬

に変わっていたりします。医学の進歩は早く、医

師もそれについていかないといけません。一人の

医師が同じ医療機関に長く勤めるメリットもあり

ますが、異動で新しい知識や技術を持った医師が

赴任してくること

によって、また別

の視点で医療を提

供してもらえると

いうメリットもあ

ります。

　おまけですが、

「馬路村の皆さんにとって顔見知りでよく知って

いる医師が、県内のあちこちの医療機関で勤務し

ている」ということも見方を変えれば「いいこと？」

なのかもしれません。どうかこれからも、この協

議会から派遣されてくる医師のことを優しく見守

ってあげてください。

　なんだか本当につぶやきになってしまいました。

　新しく赴任される宮崎先生一家もどうぞよろし

くお願いします。馬路村がいつまでも元気のある

村でありますよう、雲の上の梼原から応援してい

ます。ありがとうございました。
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外国語指導助手　ナオミ・クロスビー・イワサキ
（アイルランド　ダブリン出身）

Hello! ナオミよ
! 螽

螽

螽

螽
　
　
　
聖
パ
ト
リ
ッ
ク
の
シ
ン
ボ
ル
　
　
　
螽

螽

螽

螽
　

“聖パトリックデイ”

　3月17日は、アイルランドの人々にとって
特別な日で、“聖パトリックデイ”と呼ばれ
ています。アイルランドの守護聖人である聖
パトリックは、387年頃に生まれ492年３月17
日に亡くなったと言われています。というこ
とは、なんと彼は105歳まで長生きをしたと
いうことですね！今日でも、アイルランドの
人々は毎年、彼の命日を“聖パトリックデイ”
としてお祝いしています。
　スコットランドは聖アンドリュー、イング
ランドは聖ジョージというようにそれぞれの
国には守護聖人がいます。聖パトリックは初
めてアイルランドにキリスト教を広めた人々
のひとりですが、実際、彼は英国のウェール
ズ出身です。そして、アイルランドからすべ
ての蛇を追い払ったと言われています。だか
ら、アイルランドには現在でも、蛇はいない
のだとか…。

　聖パトリックのシンボルはシャムロック（三
つ葉螽）で、アメリカではクローバーと呼ば
れています。
　聖パトリックはアイルランド人にキリスト
教を広めるのに、シャムロックを使用しまし
たが、現在でも三つ葉は幸運の象徴としてい

ろいろの所で使われておりアイルランドの
航空会社「エア・リンガス」のシンボルマ
ークとして、尾翼章にも使用されています。
また、アイルランドのシンボルはハープと
蹄鉄もあります。ハープは古代アイルラン
ドの民族楽器で、昔話によく登場し、アイ
ルランドのユーロコインの裏側にも描かれ
ています。蹄鉄は幸運の印（蹄鉄を思い描
いてください…フタが開いた器の中に、幸
運がたくさん入るように）ですから、開い
ている方を上にして、家のドアによく飾ら
れています。

 “聖パトリックデイ”は、宗教的なお祭
りとして始まりましたが、その後、アイル
ランド人であることをお祝いするものに変
わってきました。“聖パトリックデイ”の
パレードはニューヨーク、ドバイ、東京な
ど世界中で行われており、皆、体の一部に
緑色の何かをつけます。なんとアメリカの
シカゴ川は“聖パトリックデイ”を記念して、
川が緑色に染められるのです！もちろん、
アイルランドでもたくさんのパレードが行
われているし、ダブリンにあるシティーセ
ンターでは“聖パトリックデイ”のお祭り
が開かれます。そこでは、野外劇場、コン
サートやダンスショー、花火や遊園地のよ
うな催し物が６日間続きます。　　　　　
 皆は、シャムロックを身につけたり、緑
色のドレスを着て、とても楽しい時間を過
ごします。また、屋外でケイリー（アイル
ランドのダンス）を踊りますが、もし、雨
が降ったとしても雨に濡れながらダンスを
踊ります！雨が降っても行事の変更ができ
ないのです。だって、アイルランドでは毎
日のように雨が降るのですから！でも、草
が雨に濡れて色鮮やかな緑色になるからこそ、
まさにアイルランドは「みどり」なのです！

▲“聖パトリックデイ”パレード（首都ダブリン）

蜻シャムロックを顔に描いている

▼エア・リンガス航空機

・・・

ていてつ



３
Ｒ
活
動

Ｒ
ｅ
ｄ
ｕ
ｃ
ｅ
 

発
生
抑
制
（
ご
み
も
資
源
も
も

と
か
ら
減
ら
す
）

・
包
み
紙
な
ど
の
容
器
包
装
は

で
き
る
だ
け
少
な
く
し
よ
う
。

・
壊
れ
に
く
く
、
長
く
使
え
る

製
品
を
買
お
う
。

Ｒ
ｅ
ｕ
ｓ
ｅ

再
使
用
（
く
り
か
え
し
使
う
）

・
リ
タ
ー
ナ
ブ
ル
容
器
（
牛
乳

び
ん
の
よ
う
に
お
店
で
回
収

し
、
洗
っ
て
再
び
使
え
る
よ

う
に
す
る
容
器
）
の
も
の
を

買
お
う
。

・
い
ら
な
く
な
っ
た
も
の
は
ほ

し
い
人
に
ゆ
ず
っ
た
り
、
リ

サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
に
売
ろ

う
。

Ｒ
ｅ
ｃ
ｙ
ｃ
ｌ
ｅ

再
生
利
用
（
資
源
と
し
て
再
び

利
用
す
る
）

・
資
源
を
分
別
し
、
リ
サ
イ
ク

ル
し
や
す
く
し
よ
う
。

・
再
生
紙
ノ
ー
ト
な
ど
、
リ
サ

イ
ク
ル
さ
れ
た
製
品
を
買
お

う
。

ホ
ッ
ト
パ
ッ
ク

　
保
温
力
と
吸
水
性
の
良
い
材

料
を
包
ん
だ
パ
ッ
ク
に
よ
っ
て

患
部
を
温
め
る
湿
式
温
熱
療
法

で
す
。

マ
イ
ク
ロ
ウ
エ
ー
ブ

　
マ
イ
ク
ロ
波
を
用
い
て
体
の

深
部
ま
で
温
熱
効
果
を
与
え
、

血
行
を
増
大
さ
せ
、
新
陳
代
謝

を
促
進
さ
せ
る
働
き
が
あ
り
ま

す
。

低
周
波

　
低
周
波
を
利
用
し
た
治
療
法

で
、
刺
激
が
深
く
、
心
地
よ
く

伝
わ
る
の
が
特
徴
。
面
積
の
広

い
腰
や
膝
、
肩
の
痛
み
の
治
療

に
適
し
て
い
ま
す
。

牽
引

　
昨
年
１２
月
に
購
入
し
た
最
新

の
装
置
を
使
っ
て
、
首
や
腰
を

ゆ
っ
く
り
と
伸
ば
し
て
い
き
ま

す
。

ごみの減量化

を考える

利用してみませんか
　リハビリテーションによる治療が必要となる

主な症状は、腰・膝・肩関節の痛み、腕が上が

らない、手や足の先がしびれるなどです。診療

所では、患者さんの症状に応じて、ホットパック、

マイクロウエーブ、低周波、牽引の３種類を組

み合わせて治療にあたっています。

蜻
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
で
治
療
中

 
私
た
ち
の
生
活
か
ら
は
、
毎
日

た
く
さ
ん
の
ご
み
が
出
て
い
ま
す
。

ご
み
の
発
生
を
抑
制
し
、
リ
サ
イ

ク
ル
を
推
進
し
て
い
く
た
め
、
今
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
「
ご
み
の

減
量
」
に
つ
い
て
何
を
す
べ
き
か

考
え
実
行
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　
今
後
の
馬
路
村
の
環
境
の
た
め

に
も
家
庭
で
適
正
に
分
別
を
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。

現
状
を
考
え
る
（
表
１
）

　
家
庭
か
ら
出
る
可
燃
ご
み
を
村

で
は
、
平
成
１８
年
度
か
ら
有
料

の
指
定
袋
で
収
集
を
始
め
ま
し
た
。

　
ご
み
の
量
は
左
ペ
ー
ジ
表
１
の

と
お
り
で
す
。

　
村
に
は
ご
み
処
理
施
設
が
な
い

た
め
、
村
内
８１
カ
所
の
ご
み
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
に
出
さ
れ
た
一
般
ご
み

は
、
安
芸
広
域
メ
ル
ト
セ
ン
タ
ー

で
溶
融
処
理
さ
れ
ま
す
。

減
量
す
る
た
め
に
は
（
表
２
）

　
ご
み
の
分
別
を
徹
底
し
、
焼
却

す
る
ご
み
の
中
か
ら
資
源
ご
み
（
リ

サ
イ
ク
ル
品
）
を
な
く
す
こ
と
で

す
。
今
よ
り
ほ
ん
の
少
し
の
手
間

を
加
え
る
だ
け
で
、
限
り
あ
る
資

源
を
有
効
活
用
し
、
環
境
に
優
し

い
村
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。

　
現
在
、
資
源
ご
み
が
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
村
で
は
、

ご
み
袋
の
中
に
資
源
ご
み
（
リ
サ

イ
ク
ル
品
）
が
混
入
さ
れ
て
い
る

状
況
に
あ
り
ま
す
。
 
 

　
以
前
に
家
庭
に
配
布
し
て
い
ま

す
「
ご
み
の
分
け
方
・
収
集
日
が

変
わ
っ
て
い
ま
す
」
の
チ
ラ
シ
を

参
考
に
し
て
、
さ
ら
な
る
ご
み
減

量
に
つ
な
が
る
よ
う
分
別
の
徹
底

を
お
願
い
し
ま
す
。

３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
ご
み
も
資
源
も
元
か
ら
減
ら
す

（
Ｒ
ｅ
ｄ
ｕ
ｃ
ｅ
）

②
く
り
か
え
し
使
う

（
Ｒ
ｅ
ｕ
ｓ
ｅ
）

③
資
源
と
し
て
再
び
利
用
す
る

（
Ｒ
ｅ
ｃ
ｙ
ｃ
ｌ
ｅ
）

と
い
う
「
３
Ｒ
」
活
動
を
ひ
ろ
げ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

リ

デ

ュ

ー

ス

リ

ユ

ー

ス

リ

サ

イ

ク

ル
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リハビリテーションを
　馬路診療所のリハビリテーションを、振動病の患者

さんだけでなく、住民の皆さんも利用できることをご

存知でしょうか。

　この一年間に、リハビリテーション（振動病治療を

除く）を利用した方は２１人で、中学生から仕事を持

つ中高年層、高齢者まで幅広い年代にわたっています。

診療所

▲ リハビリテーション室

▲ごみの収集状況

【 表１ ごみ収集人口及びごみ総排出実績 】

年　度 総 人 口

（人）

ごみ総排出量
生活系ごみ
（ｔ）

【 表２　資源ごみ（リサイクル品） 】

（各地区のステーションでごみを収集し、安芸広域メルトセンターへ運搬している）

年
度

資
源
化
量

（
ｔ
） 布

類
（
ｔ
）

プ
ラ
ス

チ
ッ
ク

類（
ｔ
）

ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル

（
ｔ
）

ガ
ラ
ス

類（
ｔ
）

金
属
類

（
ｔ
）

紙類
（ｔ）

▲安芸広域メルトセンター

痛
み
は
が
ま
ん
し
な
い
で

　
実
際
に
、
肩
が
痛
く
て
ほ
と

ん
ど
腕
を
動
か
せ
な
か
っ
た
方

が
、
数
ヶ
月
間
の
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
少
し
ず
つ

動
か
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
例
が

あ
り
ま
す
。

　
最
近
で
は
、
重
労
働
を
し
て

い
な
い
方
で
も
、
頭
痛
や
肩
こ

り
が
ひ
ど
く
な
り
、
手
の
先
が

し
び
れ
る
と
い
っ
た
症
状
が
見

ら
れ
ま
す
。

　
つ
ら
い
痛
み
は
が
ま
ん
せ
ず

に
、
医
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
診
療
所
の
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
を
利
用
す
る
に
は
、

紹
介
状
が
必
要
で
す
の
で
、
ま

ず
は
整
形
外
科
の
専
門
医
に
診

察
し
て
も
ら
う
こ
と
を
お
す
す

め
し
ま
す
。
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平成１８

平成１９

平成２０

１，１２７

１，１１４

１，０７７

２３７

２４０

２３４

平成１８

平成１９

平成２０

６９

８８

９６

41

50

50

11

21

30

10

12

12

1

1

1

2

1

0

4

3

3



野
焼
き

　
火
入
れ
等
に
つ
い
て

　
廃
棄
物
の
野
焼
き
は
原
則
と
し

て
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
次
に
あ
げ
る
理
由
が

あ
れ
ば
個
人
で
焼
却
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

①
 
震
災
・
風
水
害
・
火
災
そ

の
他
の
災
害
の
復
旧
、
予

防
の
た
め
の
焼
却
。

②
 
風
俗
慣
習
上
又
は
、
宗
教

上
の
行
事
を
行
う
た
め
の

焼
却
。

③
 
農
業
・
林
業
・
漁
業
を
営

む
た
め
の
焼
却
。

④
 
た
き
火
、
そ
の
他
の
日
常

生
活
を
営
む
上
で
通
常
行

わ
れ
て
い
る
焼
却
で
軽
微

な
も
の
（
馬
路
村
で
「
こ

つ
も
焼
き
」
と
も
言
う
。
）

注
　
森
林
法
に
規
定
す
る
「
火
入

れ
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
村
へ

の
届
出
及
び
許
可
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

「
野
焼
き
」
、
「
火
入
れ
」
に

つ
い
て
疑
問
な
点
は
役
場
健
康

福
祉
課
ま
た
は
、
産
業
建
設
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
野
焼
き
と
は
、
初
春
に
枯
草
に

火
を
入
れ
害
虫
駆
除
、
新
芽
の

促
進
を
図
る
こ
と
。

連
載
休
止
に
つ
い
て

　
昭
和
５９
年
第
１０５
号
か
ら
広
報

う
ま
じ
で
連
載
の
「
馬
路
村
の

歴
史
と
伝
説
」
は
、
去
る
2
月

11
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
山

中
巖
氏
に
よ
り
執
筆
さ
れ
て
お

り
ま
し
た
。

　
村
に
残
っ
て
い
る
貴
重
な
文

化
遺
産
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

後
世
に
引
き
継
い
で
い
く
大
切

さ
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
生
前
の
お
話
で
は
、
「
ま
だ

ま
だ
皆
さ
ん
に
見
て
ほ
し
い
も

の
が
あ
る
」
と
お
伺
い
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
第
２５１
号
を
も
ち

ま
し
て
、
一
旦
休
止
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
長
い
間
ご
愛
読
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
山
中
巖
氏
の
ご
冥
福
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。
　

国民年金保険料の納付は前納がお得です

○ ４月からの国民年金保険料は定額で、月額１５，１００円です。
一定期間分の保険料をまとめて納付する「前納制度」を利用
すると、保険料が割引となりお得です。前納での納付を希望さ
れる場合は、日本年金機構高知事務センターから４月初旬に送
付される前納用納付書で、４月末までに納付をお願いします。

○口座振替前納の場合は①１年度分及び上期６カ月分（４月～
９月分）は２月末までに、また、②下期６カ月分（１０月分～翌年３
月分）は８月末までに高知事務センターまたは年金事務所にお
申し込みください。
･口座振替が開始されるまで、お申し込み後２カ月程度かかります。

・すでに口座振替で前納されている方は、毎年お申し込みしていただく

必要はありません。

毎月払いでは １８１，２００円
（１５,１００円×１２カ月）

前納にすると　１７７，４００円

毎月払いでは ９０，６００円

(１５，１００円×６カ月)　

詳しいお問い合わせは、南国年金事務所
電話　０８８－８６４－1111
までご連絡ください

３，８００円割引

前納にすると　８９，８６０円

１，０３０円割引

１年度分または６カ月分の口座振替による前納は『もっとお得です』
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お知らせお知らせお知らせお知らせ

　心臓や腎臓などの内臓の機能に障害がある身体障
害の内部障害に、新たに肝臓機能障害が追加されま
した。日常生活活動の著しい制限がある人や、肝臓
移植後に抗免疫療法を受けている人が対象です。
　また、自立支援医療（更生医療・育成医療）の対
象として、肝臓移植術および移植後の抗免疫療法に
かかる医療費の一部を公費で助成します。（収入や
課税状況等により適用されない場合もあります）

　交通事故や病気などの緊急時に“命を救う治療”
として欠かせない輸血ですが、高知県では輸血用血
液が不足しています。
　献血はみなさん一人ひとりのボランティア精神に
よって支えられています。

※　尊い命が守られますよう、みなさまのご理解と
ご協力をよろしくお願いします。

4月から重症の肝臓機能障害が
身体障害者手帳の
対象になります

◎詳しいお問い合わせや、申請先は

　　　役場健康福祉課　TEL４４－２１１２

献血のお願い
５月１９日（水）
移動献血バスがきます。

　9：45～10：30
12：30～14：00
14：30～15：30

時間 場所
魚梁瀬多目的施設
馬路村農協ゆずの森
馬路村就業改善センター
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馬路村観光びらき・安芸郡ふれあいの集い
（馬路温泉）10：00～

馬路・魚梁瀬保育所入園式（10：00～）
村長選挙及び村議会議員補欠選挙告示　　 
春の交通安全運動（～15日） 
絵本の読み聞かせ（多目的施設）10：30～11：00

村内4校始業式・入学式

乳児健診（田野町保健センター）13：00～受付 
古紙回収（魚梁瀬）

村長選挙及び村議会議員補欠選挙投開票日（予定）

子育て広場（交流センター）10：00～

１歳６カ月児健診（田野町保健センター）13：00～受付

職域ソフトボール大会

全国学力・学習状況調査
絵本の読み聞かせ（交流センター）10：30～11：00

村内中学校修学旅行（～24日）

行政相談（就業改善センター）10：00～12：00
人権相談（　　　 〃 　　　 ）10：00～15：00
古紙回収（馬路）

高知大学医学部家庭医道場（馬路温泉）

参観日（馬路小） 

　第１６回馬路地区スカッシュバレーボール大会

第45回馬路村教育研究会
                                   

昭和の日

憲法記念日

みどりの日

馬路温泉バラ風呂　　　　　　　　　　こどもの日

春の遠足（魚梁瀬小中）

春の遠足（馬路小）

土阿野球大会

中学校春季卓球大会（土阿大会）
馬路温泉母の日バラ風呂

絵本の読み聞かせ（多目的施設）10：30～11：00
子育て広場（交流センター）10：00～

馬路温泉バラ風呂

乳児健診（田野町保健センター）13：00～受付
古紙回収（魚梁瀬）

交通安全教室（馬路小）
献血　魚梁瀬多目的施設　  9：45～10：30
　　　ゆずの森　　　　　12：30～14：00
　　　就業改善センター　14：30～15：30　馬路温泉バラ風呂

3歳児健診（田野町保健センター）13：00～受付
行政相談（就業改善センター）10：00～12：00

中芸地区教育研究会
絵本の読み聞かせ（交流センター）10：30～11：00
かっこよくなる男の道場（就業改善センター）18：00～

馬路温泉バラ風呂
ポリオ予防接種（田野町保健センター）13：00～受付

校区ちり拾い(馬路小）

古紙回収（馬路）

広報うまじ252号 ――――（１５

２

4　　月 5　　月
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3月23日　馬路診療所医師住宅落成

2月20日　文化祭

3月3日　100歳体操（魚梁瀬）

3月15日　マジックショー

3月25日　魚梁瀬保育所落成

 1 日 公立高校卒業式
11日 魚梁瀬貯水池湖面パトロール
13日 馬路中学校卒業式
14日 魚梁瀬小学校・中学校卒業式
15日 ドクター内田のあやしい診察室
  （マジックショー）
20日 馬路小学校卒業式
23日 馬路診療所医師住宅落成
25日　 魚梁瀬保育所卒園式・落成式
26日　 馬路村農業協同組合総会
29日 馬路村森林組合総会
31日 庄屋祭・鬼門堂祭・村表彰

 6 日 魚梁瀬育成会冬のキャンプ
 7 日 馬路小学校一日先生
12日 村内5・6年生スキー教室（久万スキーランド）
20日 第37回馬路村文化祭・第29回芸能発表会

（～21日）　
21日 中芸地区子ども駅伝競走大会（田野町）
  杉の子発表会
23日 家庭教育支援講座（講師：増岡弘）
25日 ドンスカドンドン発表会（魚梁瀬保育所）
26日 子育て講演会（講師：澤田由紀子医師）


